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ラセボ対照クロスオーバーデザインで行われた。被験者は 2 回の fMRI検査に参加し、2 回
のうち 1 回はプラセボを服用し、もう 1 回はモダフィニル 200mg を服用した。モダフィニ
ルの最高血中濃度到達時間が 2.5 時間であるため、プラセボもしくはモダフィニル服用 2.5
時間後に fMRI 検査を行った。課題の成績およびネットワークに関連する脳活動に対するモ
ダフィニルの効果を解析した。主観的な気分の変化を調べるため、被験者は服薬前後に心
理検査を行った。本研究は、日本医科大学付属病院薬物治験審査委員会の承認の下に行っ
た。 
【結果】主観的な気分については、モダフィニル服用によって活気、覚醒が上昇した。fMRI
検査で行った ANT 課題の成績については、モダフィニル服用によって反応時間が速くなり
正答率が上昇した。脳活動については、喚起ネットワークにおける左中後頭回および下後
頭回の活動が増加した。喚起ネットワークにおける後頭領域の脳活動と反応時間との間に
正の相関が示された。 
【考察】モダフィニル服用は、被験者が ANT 課題を行っている間に、喚起ネットワークに
おける成績を向上させ、後頭領域の活動を増加させた。喚起ネットワークはノルアドレナ
リン系によって制御されることが示唆されていること、およびモダフィニルはノルアドレ
ナリン再取り込み阻害作用を有することから、本研究の結果で示されたモダフィニル服用
による喚起ネットワークの亢進は、ノルアドレナリン系の活性化によるものである可能性
が考えられる。 
これまで、モダフィニルは、ADHD および統合失調症のような注意機能障害を伴う精神神
経疾患患者に対して注意機能改善効果が示されてきたが、詳細な検討はなされていなかっ
た。本研究の結果より、注意ネットワークのうち喚起ネットワークに障害を持つ患者に対
するモダフィニルの有効性が示唆され、注意機能障害を持つ患者の症状に対する治療薬物
の選定において、論理的根拠を提供する可能性がある。 
 
